
東京大学における
オンライン授業支援の
トランスフォーメーション

東京大学情報基盤センター柴山悦哉



背景

2

2019まで

2020春

2020秋

2021春

授業の
完全オンライン化

ハイブリッド授業
の導入

支援体制の
見直しと改革



本日の話題 (1/2)
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DX の視点から，このプロセスはどう見
えるか？

（注）大学としての見解ではなく，柴山個人の見解です

2019まで

2020春

2020秋

2021春



本日の話題 (2/2)
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2021年度の授業開始までに何を行なっ
たか？

2021春

支援体制の
見直しと改革



2020年に起こった変化
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デジタル技術の活用

⚫ Web会議，LMS，クラウ
ドサービス etc. の活用

コロナ禍対応の価値観の確立

⚫ 生命・健康を守りつつ，学習
の機会を提供し続ける

脱タコツボ

⚫ 組織の枠を超えた連携と
情報の共有

顧客価値を重視

部分最適化から
全体最適化へロジスティクス

の改善



2021年度の支援体制
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デジタル技術の活用

⚫ ヘルプデスク管理システ
ムの利用

学生参加型の設計と運営

⚫ 学生にとってのわかりやすさ
が大事

脱タコツボ

⚫ 連携の強化と情報提供の
促進

顧客価値の向上

部分最適化から
全体最適化へロジスティクス

の改善



支援体制の見直しと改革

◼顧客価値（学生にとってのわかりやすさ）の向上
⚫システム間の依存関係の整理

⚫ポータル(utelecon)の模様替え

⚫授業URL提供方法の改善

⚫ヘルプデスクの一元化

◼オンライン授業支援のロジスティクスの改善
⚫ヘルプデスク管理システム

◼脱タコツボ
⚫ヘルプデスクの部局連携ワークフロー

⚫ポータルでの情報共有
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システム間の依存関係の整理
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全学認証基盤

学務システム

LMS

Microsoft

365

G Suite

Zoom

Webex

全学認証基盤

学務システム

LMS

Microsoft

365

Google 
Workspace

Zoom

Webex
初期化が必要 初期化が不要

2020年度 2021年度

SSO化を促進



ポータル(utelecon)の模様替え

9

https://utelecon.github.io/
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/

2020年度 2021年度

学生主導
で再構成



授業URL提供方法の改善
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2020年度 2021年度

推奨は学務システム
のシラバスへの記載

実態は教員によって
バラバラ

学生からは不満の声

推奨はLMSへの記載

LMSで
一覧表示



ヘルプデスクの一元化 (1/3)
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問い合わせ
フォーム

チャット
ボット

中の人

ポータル

ヘルプデスク
管理システム



ヘルプデスクの一元化 (2/3)
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学生達がワークフローのデザインから
マニュアルの作成まで担当してくれた

学生の他に，情報基盤
センター，情報システ
ム本部，情報システム
部，大学総合教育研究
センター，総合文化研
究科・教養学部，理学
系研究科などの教職員
が運用に参画



ヘルプデスクの一元化 (3/3)
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管理システムの導入によりデータの取得と可視化も進んだ



ポータルでの情報公開
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https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/events/2021-03-17/

なぜか資料や動画を
学外の方にも公開



まとめ

2020年

コロナ禍で X が不可避

揺るぎない価値観，風
通しの良い組織，ロジ
スティクスの改善

落ち着いたところで振
り返り

2021年

企画段階から学生参加
で支援体制の X を実施

教訓

⚫ 学生視点の価値向上のためには，学
生参加型が有効かもしれない

⚫ 脱タコツボのためには，信頼関係が
大事（秘密主義だと信用されない）

⚫ 腹を括る人が必要（責任回避→前例
踏襲＆丸投げ）

⚫ ロジスティクスの役割は大きい 15


